Chemotherapy for Urinary Tuberculosis with NEO-ISCOTIN by 稲田, 務 et al.
Title尿路結核症殊に膀胱結核に対するネオ・イスコチンの使用
Author(s)稲田, 務; 多田, 茂; 大森, 孝郎; 杉山, 喜一; 麻生田, 幸雄











尿路結核症殊 に膀胱結核 に対す る
ネオ ・イスコチンの使 用
京都大掌医学部泌尿器科教室(主任 稲田 務教授)
教 授 稲 田 務
講 師 多 田 茂
講 師 大 森 孝 郎
助 手 杉 山 喜 一
副 手 麻 生 田 幸 雄
    Chemotherapy for Urinary Tuberculosis with NEO-ISCOTIN 
      Tsutomu INADA, Shigeru TADA, Takao  OMORI, Kiichi SHUGIYAMA 
                         and Yukio ASODA 
        From the  Department of  Urology, Faculty of  Medicine, Kyoto University 
                           (Director  :  Prof T. Inada) 
   The chemotherapy was carried out with NEO-ISCOTIN (isonicotinic acid 
hydrazide methane  sulphonic acid natrium) in 10 cases of urinary tubercu-
losis, especially vesical tuberculosis. Administrations of NEO-ISCOTIN were 
as effective as streptomycin or isonicotinic acid hydrazide. Dosage that we 




いものがある.イ ソニコチン酸 ヒドラジ ドの誘
導体から更に優秀な薬剤を得んとする研究が盛











に使 用せ る薬剤 は第一製薬株 式会社の ネオ ・イ
ス コチ ン(Neo-iscotin)である.
治 療 成 績
症例 二初診時膀胱粘膜に定型的結核性病変を認めた
腎及び膀胱結核患者10例に対 しIHMS単独療法を行
い,大 よそ2週 ～1カ 月の治療の後に再び膀胱鏡検査
を行つて膀胱結核の状態を調べ,同時に自覚症状,尿
所見,そ の他の変化について調べた,症例は第1表に




ら1,9と 表わ し最 も高度なる変化をV[とする.腎は
最 も軽きをAと し最 も変化の著しきをEとする.従つ
て膀胱変fヒは2,3を 除き申等度以上であり,腎変化
は殆どすべて完威期乃至未期のものである.症例1及







義ルミ蔭 撚 鯛 腎変 化
1 碧 残腎●膀胱結核 排尿痛 粁(左) 升 +皿 IE常 26日











右腎 ・膀胱結核 〃 荘 什 +IV 正 常 15目
15目腎摘出
C
4 右腎・膀胱結核 排尿痛 卦副
睾丸結核 頻 尿 耕
+w 10'(一) 15目 15日目腎摘出D
5
排尿痛
左腎 ・膀胱結核 血 尿 荘
頻 尿
什 +皿(容 量90CC)10'(一) 11日 11日目腎摘出E
6 両腎・膀胱結核 頻 尿 帯(特に左)排 尿痛 柵 +H 7'(一) 48日
48目目左腎摘出
C
7 右腎 ・膀胱結核 血 尿 廿 昔 +V 7'(一) 21日 21日目腎摘出D
8 右腎・膀胱結核 排尿痛 軒 卦 V十 (容量100cc魑両側不明 10日
10日目腎摘出
D
9 排尿痛左腎 ・膀胱結核 頻 尿 朴 升 +皿 8'(一) 36El
36日目腎摘出
C



















患者は殆 ど含 まれていない.症例5は8カ 月前より間
歓的にSM単 独療法を受けており総量25gと云つて











1・ 目以 内1・ 日一1・目1,,目 一15日
症 例1・6・8【 ・・5・・1・ ・1・
計 3 3 2
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全治又はそれに近い状態 となつていた.症 例5で は治
療期間が短いため{董かの改善が見ら淑たのみであつた
(第4表)












































症例5及 び8に 於て治療前膀胱容量の減少が存在 し














































あり,多少効果を認め得 るが,尚 実質吋 こは多数の結
核榊,鷺 粘膜℃は肥厚,浸潤誤 瘍を認める・症






















」副作用 対象 とした10例に於 ては全 く副作用を訴え
るものはなかつた,尿 中ウロピリノーゲソを全例に於
て検 したが,陽 性化した例はない.本 治療群に加えて
いないが,1日0.5gを 投与し3目 目に全身に発疹
を来たし投薬を中止 した例が1例 ある.然 しかかるこ
とは極めて稀であつて本治療群以外多数の患者に本剤
を使用しているがその後かかる例には漕遇 しない.手









得た.即 ち自覚症状は数 日か らおそくとも2週





1,2,の 例に於て容量の増加を認 めた.イ ン
ジゴカル ミン試験 も数例に於て膀胱乃至尿管病





















































段にすぎない.然 し補助的手設 とは云 うものの
その効果は実にすばらしいものであつて,そ の
ため手衛 の遠 隔予後が著 しく改 善 せられてい
る.即ち我kの 調査によれば従来50%前 後 と
云われて いた5年 後 の生 存率が化学療法の出現
に よつて殆 ど9G%近くまで上 昇 している覧従来
殆 ど放置せ られ ていた両側腎核結 に於て著 しく
そ の生命を延長せ しめ得 る様 になつた こと,若
し一側 のみ高度 の場合は之を摘 出し残腎に対 し
て積 極的 に治療を加え得 る様 になつたこと,又
結 核腎に対す る腎部分 切除術 が安全且つ確 実に
実施 し得 る様 になつ たこと等化学療法の功 績は
大 きい.
Albarran,Wildbolz以来即時手 術が鉄則
の如 く考え られていたが,最 近 は腎結核 は二次
的 結核症で あるとの観点 か らサナ ト リウム療法




者 が増加 しつつあ る.更 に検討を要す る問題で
あろ う.
要す るに尿路結核 の治療に於ては化学療法は
街 補助 的手段 た るにすぎないが,そ の予後 に及
ぼす影 響は極 めて大で あ り決 してゆるがせには
出来ない.我 汝は従来 よ り尿路結核 の治療 に関
す る限 りSMよ りもINAHの 方が悪影響を
来 たす ことが 少く安心 して使用出来 ると主張 し
て来たが,IHMSの 出現 は此の点非常 に喜ば
し く,実 際使 用して みてその効果はSMに 劣













6.尿 路結核患者に対する化 学 療 法はSM
よりもINAH乃 至IHMSの 方が適当と思わ
れる.
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其の他 腎結核等泌尿器結核に特異の効 を奏 し、大量投与にか 曳わ
らす重篤な副作用は殆んど認められていません。(蝦 進動
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